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・ 7-9月期のユーロ圏の実質ＧＤＰ成長率の速報値は前期比＋0.3％、同年率＋1.2％。前期（同＋0.4％、

年率＋1.4％）から僅かに成長ペースが鈍化したものの、10四半期連続のプラス成長を記録した。国別

の内訳は、フランス（同ゼロ％→同＋0.3％）で成長が加速したものの、ドイツ（同＋0.4％→同＋

0.3％）、スペイン（同＋1.0％→同＋0.8％）、イタリア（同＋0.3％→同＋0.2％）、ポルトガル（同

＋0.5％→同ゼロ％）で前期より成長が鈍化し、ギリシャ（同＋0.4％→同▲0.5％）、フィンランド

（同＋0.2％→同▲0.6％）、エストニア（同＋0.7％→同▲0.5％）がマイナス成長に転落した。 

・ 需要項目別の内訳は12月８日の改定値で公表される。既報の国別の内訳からは、ドイツで個人消費や

政府消費が成長を牽引したが、設備投資が減速したほか、輸入の伸びが輸出を上回り外需が回復の足

を引っ張った。フランスでも輸出減と輸入増から外需が大幅なマイナス寄与となったものの、個人消

費、政府消費、設備投資、在庫投資など内需項目が回復加速を後押しした。 

・ 夏場以降に広がった新興国の景気減速への不安は幾分薄らいでいるものの、ドイツの受注統計の冷え

込みが続くなど、景気の先行きには引き続き不透明感が燻っている。ただ、米欧金融政策のコントラ

スト拡大によるユーロ安基調、原油安による企業や家計負担の軽減、雇用・所得環境改善による内需

の持ち直し、金融緩和の効果浸透により、景気は腰折れを回避すると予想する。 

■ユーロ圏：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■2015年7-9月期の実質GDP成長率（前期比、％）

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

13/10-12月期 1.6 0.9 (▲ 0.4) 0.6 0.4 1.9 (▲ 1.1) 1.3 3.5 0.5
14/1-3月期 2.0 0.8 (1.2) 0.4 1.3 1.5 (0.4) ▲ 0.3 2.5 3.6
14/4-6月期 0.8 0.3 (0.2) 0.9 0.7 ▲ 2.0 (▲ 0.0) 0.1 4.8 5.1
14/7-9月期 2.2 1.0 (1.0) 2.0 1.0 1.4 (▲ 0.6) 0.0 6.3 7.0
14/10-12月期 2.4 1.6 (1.4) 2.2 0.9 2.4 (▲ 0.5) 0.2 3.7 3.7
15/1-3月期 3.7 2.1 (2.8) 1.9 2.2 5.6 (0.2) ▲ 0.7 4.2 6.3
15/4-6月期 2.8 1.4 (0.1) 1.5 1.0 ▲ 1.9 (▲ 0.5) 1.3 6.5 3.9
15/7-9月期 － 1.2 － － － － － － － －

出所：Eurostat  


